
・
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「
あ
り
が
と
う
」
の
お
弁
当
乍

　　　　　　　　　　　　　　
株
式
会
社
　
　
　
う
ん

　
2
0
1
4
年
、
あ
・
う
ん
の

厨
房
で
作
ら

れ
た
お
弁
当
が、

ど
れ
ほ
ど

の
人
の
手
に
渡
っ
た

だ
ろ
う
。
ど
れ
ほ
ど
の
人
を
笑

顔
に
し
た
だ
ろ
う
。
「
食
べ
る
人

の
体
を、

い
の
ち
を
作
る
も

の

に
携
わ
る
ー
。
毎
朝
、
身
が
引

き
締
ま
り
ま
す
」
厨
房
で
忙
し

く
野
菜
の
皮
を
む
き
な
が
ら
、

ベ
テ
ラ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
が
言う
。

　
駅
ビ
ル
の
開
業
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た

“

あ
・
う
ん
小
田
原

ラ
ス
カ
店
”
。
電
車
の
乗
り
継
ぎ

途
中
に
、
仕
事
の
帰
り
に
　
年

齢
も

性
別
も
様
々
な
人
々
が
ゆ

き
か
う
中
で
、
あ
・
う
ん
の
お

弁
当
を
支
え
て
く
れ
る
フ
ァ
ン

に
感
謝
し
て
、
年
始
2
日
園
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　f
り
…

あ
・
　
｝

　
　
s
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

営
業
か
ら
1
月
末
ま
で
、
「
タ
ウ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

ン
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
」
と
言
っ
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

て
来
店
し
た
先
着
5
0
人
に
、
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

年、

口
福
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卓

　
　

テ
す
　
樹
欝
冊
禦
禁

画

毒
バ
ト
篇
侮
⑩
膿
響

新
名
学
園
旭
丘
高
等
学
校

足
元
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
創
立
1
1
3
年
を
迎
え

店
が
京
都
の
小
聞
物
店
か
ら
取
・
る
新
名
学
園
旭
丘
高
等
学
校
。

り
寄
せ
る
楊
枝
と
箸
置
き
セ
ッ
φ
学
園
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
水

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
「
今
年
も
一
・
野
浩
理
事
長
に
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
新
名
学
園
の
「
新
総
合
計

と
願
い
を
込
め
て
。
ご
来
店
を
一
画
」
の
大
き
な
柱
と
し
て
位
置

お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
　
　
　
～
づ
け
ら
れ
て
い
る
旭
丘
高
校
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
国
際
連
携
教
育
と
構
想
に
つ
い

　
　
　
　

5
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
“
ら
・
て
ご
説
明
下
さ
い
。

●■●●●●

新年は

≡
一
言
・
三
三
三
．
・
≡
三
三
三
一
一
三
’
・
≡
三
・
三
・
三
一
三
一
一
一
・
三
≡
一
三
一
一
一
一
三
一
三
三
一
＝
三
一
・
一
三
一
一
・
三
三
三
一
三
三
・
一
一
・
三
三
三
三
三
・
≡
三
・
一
一
二
が
え
り
』
を
し
て
い
ま
す
」
と
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“

地
域
番
”
目
指
し
、
4
年
目
の
ス
タ
ー
ト

買
取
り
専
門
店
・
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ト
小
田
原
中
里
店

　
開
店
か
ら

4
年
目
を
迎
え
た
、
巡
礼
街
道
沿
い
の
買

取
り
専
門
店
「
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ト
小
田
原
巾
里
店
」
。

廣
田
店
長
に
新
年
の
抱
負
を
聞
い
た
。

　
ー
2
0
1
5
年
が
明
け
ま
し

た
。
競
合
店
が
多
い
小
田
原
で
、

他
店
と

の
差
別
化
を
図
り
、
お

客
様
に
愛
さ
れ
る
店
づ
く
り
に
、

何
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
か
。

　
廣
田
・
明
け
ま
し
て
お
め
で

と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
に
基
づ
き
、
当
店
で
は

昨
年、

金
・
プ
ラ
チ
ナ
、
切
手
、

lll1｜lllll｜lllll［11111　llll

ブ
ラ
ン
ド
品
に
加
え
、
販
売
ニ

ー
ズ
も
多
か
っ
た
お
酒
を
含
む
、

4
つ
の
商
口
…
に
力
を
入
れ
て
買

取
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た

「敷
居
の
低
い
買
取
り

店
」
を
め
ざ
し
、
店
舗
を
一
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
つ
い
立
て
付

き
の
査
定
ス
ペ
ー
ス
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
清
潔
で
明

る
く
、
居
心
地
の
よ
い
雰
囲
気
’
で
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た

づ
く
り
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
一
多
様
性
を
有
す
る
文
化
圏
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

さ
ら
に、

買
取
り
品
目
や
キ
ャ
一
て
発
展
し
続
け
て
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

ン
ペ
ー
ン
内
容
を
分
か
り
や
す
一
そ
れ
は
漢
字
の
伝
来
な
ど
に
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

く
伝
え
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
一
徴
さ
れ
る
日
本
文
化
の
源
流
で

ジ
も

改
善
し
ま
し
た．

現
在
は…

も

あ
り
ま
す
．
某
と
中
国
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
C
M
も
放
↑
一
八
九
四
年
の
日
清
戦
争
か
ら

送
中
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
回
復

今
年
は
勝
負
の
年
”
．
「
地
三
で
の
翠
間
以
外
は
三
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

域
一
番
の
買
取
り
店
」
に
な
る
一
帯
水
」
の
親
し
い
間
柄
で
し
た
。

べ
く
、
よ
旦
層
の
丁
ビ
三
第
・
次
訪
中
で
は
、
中
国
の

や
利
益
還
元
で、

お
客
様
に
愛
一
高
校
生
と
滞
在
中
の
ア
メ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

さ
れ
る
店
を
目

指
し
ま
す
。

　

本
校
の
国
際
連
携
教
育
は、

一
中
国
陳
西
省
・
西
安
外
国
語
大

。

学
附
属
西
安
外
国
語
学
校
と
の

一
生
徒
間
交
流
を
中
心
に
取
り
組

・

ま
れ
て
い
ま
す。

昨
年
3
月
21

御
日

か
ら
25
日
ま

で
の
木
校
生
第

一
－
次
訪
中
の
歓
迎
会
で
、
「
今
、

一
私
は
日
本
人
に
と

っ
て
の
母
な

一
る
大
地、

弘
法
大
師
空
海
が
学

’

ん
だ
西
安
（
長
安
）
の
地
に
『
里

’

…挨拶
し
ま
し
た
．

一　
中
国
文
明
は、

世
界
の
四
大

一
古
代
文
明
の
な
か
で、

他
の
文

…明
と

異
な
り
、
現
在
に
至
る
ま

ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

一
で
四
千
年
の
間
ほ
ぼ
同
じ
地
域

“◆
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新年は5日⑲から営業します！
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3力国交えての相撲の授業

の
高
校
生
に
相
撲
の
演
武
と
外

郎
売
り
の
口
上
を
題
材
と
し
た

日

本
語
の
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
年
3
月
春
休

み
に
は
第
2
次
訪
中
・
生
徒
間

交
流
と
し
て
剣
道
と

書
道
の
授

業
交
流
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

4
月
初
旬
に
は
姉
妹
校
の
西
安

外
国
語
学
校
の
高
校
生
ら
が
来

日
・
来
校
し
、
本
校
入
学
式
な

ど
の
学
校
行
事
や
西
湘
地
域
の

生
活
・
文
化
に
つ
い
て
の
体
験

学
習
を
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
交
流
を
通
し
て
、

現
代
（い
ま
）
を
生
き
る
日
中

の
高
校
生
た
ち
が、

両
国
の
関

係
に
つ
い
て
近
視
眼
的
で
は
な

い
長
い
歴
史
の
ス
パ
ン
の
中
で

歴
史
を
科
学
の
眼
で
捉
え
、
自

国
の
文
化
や
生
活、

社
会
の
あ

り
方
を
見
つ
め
る
と
と
も
に
、

未
来
へ
向
け
た
共
同
を
創
り
出

す
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

中
国
と
の
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

地
域
交
流
の
“
い
ま
”

中
国
と

の
教
育
・
文
化
交
流

新名議齢高校水野浩理事長

1

　
　
プ

　
　
　

（
，

バ
ル

育

～
こ
ゆ
る
ぎ
西
湘
の
地
か
ら
日
中
高
校
生
交
流
～

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は

い
つ
も

周
恩
来
総
理
が
一
九
七

二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
交
渉

の
と
き
に
述
べ
た
「
水
を
飲
む

と
き
は
古
い
井
戸
を
掘
っ
た
人

々
の
こ
と

を
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
念

頭
に
置
き、

活
動
の
指
針
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
H
月
下
旬
に
は、

新
名

学
園
私
学
教
育
研
究
所
三
輪
定

宣
所
長
と
と
も
に
陳
西
省
西
安

外
国
語
大
学
と

河
南
省
安
陽
に

赴
き、

西
湘
日
中
友
好
協
会
か

ら

託
さ
れ
た
小
田
原
市
長
か
ら

安
陽
市
長
に
宛
て
た
メ
ッ

セ
ー

ジ
を
届
け
ま
し
た
。

　
安
陽
で
は、

股
城
・
甲
骨
文

字
の
発
掘
地
を
視
察
し
、
夏
王

朝
の
事
跡
に
も

触
れ
ま
し
た
。

酒
匂
川
の
治
水
神
・
夏
王
朝
の

萬
王
の
顕
彰
碑
（文
命
東
堤
碑

・

西
堤
碑
）
を
介
し
て
日
中
の

地
域
史
の
交
流
も
、
今
、
中
国

で
注
目
さ
れ
て
い
る
郷
土
の
農

政
家
二
宮
尊
徳
の
「
報
徳学
」

の
研
究
も

今
後
大
切
に
し
た
い

課題
で
す
。

　
今
回
同
行
し
た
三
輪
定
宣
所

長
は、

西
安
外
国
語
日

本
文
化

経
済
学
院
で
「日
本
の
教
育
制

度
と

大
学
・
大
学
生
ー
日
中
比

較
の
観
点
か
ら
ー
」
と
題
し
て

教
育
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
講
義
は
、
「
科
挙
」
の
伝
統
の

も
と

で
受
験
競
争
に
適
応
す
る

た
め
の
「
応
試
教
育
」
か
ら
人

間
の
発
達
の
可
能
性
を
引
き
出

す
「素
質
教
育
」
へ
の
転
換
が

希
求
さ
れ
て
い
る
中
国
の
現
代

教
育
政
策
の
展
開
と
関
わ
っ
た

も

の
で、

日
本
の
教
育
学
者
か

ら
中
国
の
教
育
関
係
者
へ
力
強

い
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
も
の
で
し

た。

学
術
交
流
の
水
路
が
開
か

れ
た
も

の
と
考
え
ま
す
。

「
足
元
か
ら

の
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
」
に
お
け
る
”
子
ど
も

た
ち
の
姿
と
ビ
ジ
ョ
ン
”

　
今
回
の
訪
中
交
流
で
の
生
徒

た
ち
の
感
想
文
を
読
ん
で
み
る

と
、
こ
れ
ま
で
否
定
的
だ
っ
た

中
国
観
・
中
国
人
観
を
転
換
さ

せ、

異
文
化
の
価
値
を
肌
身
で

受
容
的
に
感
じ
と
っ
て
い
る
こ

と

が
読
み
取
れ
ま
す。

一人
の

生
徒
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
国

や
言
葉
は
違
え
ど
も
、
今
回
の

交
流
で
心
を
通
わ
せ
る
こ
と

が

で
き
ま
し
た。

こ

れ
か
ら

次
世

代
を
担
っ
て
い
く
高
校
生
と
し

て、

一緒
に
ア
ジ
ア
・
世
界
の

社
会
や
歴
史
の
問
題
を
考
え
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
共
に
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
未
来
を
つ

く
る
立
場
へ
と
自
ら
の
視
点
を

高
め
て
い
ま
す。

人
と

人
と

の

日
中
友
好
が、

文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
交
流
前
と
く
ら
べ
て
大
き
な

変
化
と

発
展
を
み
せ
て
い
ま
す。

　
今
後、

こ
う
し
た
「
足
元
か

ら

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」
を
さ

ら

に
進
め
る
た
め、

①
日
・
中

・

韓
な
ど

漢
字
文
化
圏
と

太
平

洋
文
化
圏

（米
・
加
・
露
）
へ

と

交
流
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
学
び

の
視
野
を
広
げ
、
②
本
校
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
選
択
科
目
と

し
て
既
設
の
中
国
語
関
連
講
座

の
充
実
を
図
る
と
と

も
に、

さ

ら

に
ハ
ン
グ
ル
や
英
米
系
言
語

教
育
の
充
実
も
指
向
し
、
③
異

文
化
理
解
と

国
際
連
帯
の
も
と

「
足
元
か
ら

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
」
を
着
実
に
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
小
異
を
残
し
て

　
　
　
大
同
に
つ
く
」

　
思
う
に
、
こ
う
し
た
新
し
い

取
り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
大

ひ◆’r●L’r◆弁rP覆㊨」岩1ひ．Wひ輩’伊1－一●N

切
に
し

た
い
視
点
が
あ
り
ま
一

す．

「
大
同
小
異
」
と
い
う
三

葉
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
「
小
一

異
を
捨
て
て
大
同
に

三
工

す
が、

中
国
で
は

「
小
異
を
残
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

し

て
大
同
に
つ
く
」
で
す
。
小
一

異
を
残
し

て諄
ば
、
さ
ま
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

ま
な
討
議
や
批
判
工
よ
っ
て、

一

新
し

い竺
や
創
造
的
な
も
£

が
で
き、

「大
同
」
つ
ま
り
2
1
世
桝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

紀
「
子
ど
も

の
時
代
」
・
「
女
性
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

の
世
紀
」
に
つ
な
が
る
「
大
き
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

な
共
生
と

連
帯
」
と
い
う
人
類
一

史
の
普
遍
的
な
価
値
に
向
け

三

前
進
が
可
能
と

な
る
と

思
い
ま
一

す・

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
隣
国
・
中
国
と
の
学
術
・
教
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
友
一

好
的
な
交
流
を
通
し
て、

現
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

（い
ま
）
を
生
き
る
高
校
生
た
ち
一

・

青
年
に、

是
非
こ

う
し
た
巴

球
市
民
と

し
て
必
要
な
も
の
の
”
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